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教育学における分野融合研究の試論的考察

一初任期教員のライフス トーリー ｡インタビューを通して-

清水 良彦*1･畑 中 大路 *2｡金子 研太 *3

【要 旨】 本研究は,初任期教員に対するライフス トーリー ｡インタビ

ューを手がかりとしながら,教育学における分野融合研究の可能性を明らか

にすることを目的として行った｡現在,教育学内部においても各専門分野に

細分化される ｢たこつぼ化｣(苅谷 2007)が指摘されており,専門分野を超

えた分野融合研究が待たれている｡ そこで,本研究では中学校社会科教員の

初任期 (1年目｡2年目)の教職経験に関するライフス トーリー ｡インタビ

ューを分析 ｡考察し,教育学における分野融合研究の可能性を探ることを目

的として行った｡

その結果,｢授業実践上 ｢多忙 ･多忙感｣,｢保護者との関係｣という三つ

の視点とそれらと関係する諸要素を抽出することができた｡これはレブコ

(邦訳 2013)による ｢学際研究プロセスの10のステップ｣のステップ2｢学

際的アプローチの利用を正当化する｣ こと,及びステップ3 ｢関連する専門

分野を特定する｣ものとして位置付けることができよう｡

【キーワー ド】 分野融合研究 ライフス トーリー 初任期教員

Ⅰ はじめに

127

1 問題意識

教育学において ｢家々のしつけがなされているかのごとく,それぞれに特有のジャーゴンが

使われ,よるべき先行研究もわかれている｣(苅谷 2007:100)という問題点は,現在の研究

者が取り組むべき課題の一つであろう｡近年の業績主義は,研究課題の設定や発表様式,学問

分野の関心の方向性などに影響を及ぼし,｢同じ学会の中でも (読者が-著者注)せいぜい数十

人にとどまるような,｢専門的な論文｣｣(苅谷 2007:102)が増加する傾向にあると指摘され

ている｡
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では,苅谷が指摘する ｢たこつぼ化｣の傾向とはいかなる状況か｡この点について,本稿が

対象とする初任期教員 1)を取りあげた先行研究をもとに確認したい｡初任期教員を取りあげた

研究は多数存在するが,かかる研究は大きく5つに整理できる｡一つは,初任期教員が学校内

外でどのような生活を送っているのか,エスノグラフィックにその特徴を描いたものである(一

般財団法人日本私学教育研究所編 2011など)｡

二つは,教員研修の観点から初任期教員を捉えたものである｡戚例 (2006)は,1989年か

ら制度化された初任者研修について,当該政策が形成された経緯と受容過程を分析した｡また,

研修制度の観点から論考したものとして,戦前に実施された教員養成 ｡研修を分析した研究や

(佐藤 1999),各自治体における研修体系の状況を調査した研究 (加藤 2011),初任期教員も

参加 して行われる校内研修の実際を示したもの (富山市立堀川小学校編 2009など)等,多数

存在する｡ 研修内容に言及した上記研究からは,初任期教員に求められる資質力量の考察が可

能である｡

三つは,初任期教員の授業に着目した研究である｡教師にはそれぞれ ｢授業スタイル｣があ

るとされ (森脇 2007),その基礎は初任期に形成されがちである｡ 北田 (2008)は初任期教員

が授業と向き合 う過程で生じる省察の存在を明らかにしたが,初任期教員の授業に着目した上

記のような研究は,その後の ｢教師としての成長｣-の関連が深いといえる｡

四つは,教師の授業以外の仕事に着目した研究である｡ 例えば神村 (2014)は,社会経済的

格差の大きい学校に配属された初任期教員は,社会状況-の意識が高まる傾向を明らかにした｡

当該研究のような授業以外の仕事を対象とした研究が示す知見も,その後の ｢教師の成長｣と

関連が深い｡

そして五つは,教師のライフコースの視点から初任期教員の位置づけを捉えた研究である｡

山崎 (2012)はライフコース研究を通じ,初任期教員が直面する ｢入職後のリアリティ ｡ショ

ックの存在｣と ｢先輩教師との出会いの重要性｣を挙げている｡上記のような研究は,マクロ

な視点から初任期教員を捉えようとした研究であると言える｡

2 先行研究の課題 ヨ分野融合研究の可能性

以上,初任期教員を対象とした研究を取りあげ,その特徴を概観 した｡以下では先行研究に

孝む課題を三点指摘したい｡課題の一点目は,先行研究は初任期という短い期間のみを対象と

するものが多い点である｡ 当該研究の多くは,初任期を ｢教師生活の礎｣として位置付けては

いるものの,その後の成長を詳細に捉えたものが少ない｡

課題の二点目は,先行研究の知見は抽象的なものに留まるという点である｡山崎 (2012)の

ようなライフコース研究は上記一つ目の課題に応答するものといえるが,ライフコース研究は

学術性を求め分析結果の一般化を志向する傾向が強く,例えば教師の ｢感情｣(金川 2011)と

いった微細な現象を掴めていない｡また最近では,教職経験年数ごとの特徴を追った研究も台

頭しているが (脇本 ｡町支 2015,波多江 ｡川上 ｡妹尾 2016など),その方法論としては量的

手法が主にとられるため,そこで生成される知見はライフコース研究と同様の課題を抱えてい

る｡

三点目は,研究で明らかにされた知見の融合が不十分な点である｡ 前節で確認したように,

初任期教員を対象とした研究は多くなされているが,先行研究の多くは,研究者 ｡学会が関心

を持っ観点から初任期教員を捉えるに留まり,それぞれの研究が明らかにした知見の相互作用
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ことで, 教育学内部において細分化されている各分野のいずれかに限定されることなく,関連

する複数の専門分野を特定しうると考えられる｡

また,従来のライフストーリー研究では,およそ十年以上の一定期間を振り返ることが多い｡

例えば,高井良 (2015)は,中年期を生きる高校教師に対して,中年期全体の振り返りのライ

フス トーリーの事例研究を行い,教職アイデンティティの危機と再構築の過程で生じている経

験に迫ろうとしている｡ これに対して本研究では,研究対象者に対して継時的 ｡長期的なライ

フス トーリー ｡インタビューを試みる｡ すなわち,本研究は1年毎の調査を長期的に積み重ね

ることで研究対象者とともに人生を "生きる"ことを試行するものである｡

本研究では,古田円 (仮名)のライフス トーリーの語りを研究対象とする｡ 古田円は 1988

年生まれの女性である｡ 2011年3月に4年制一般大学であるⅩ大学を卒業し,このとき中学校

社会科の教員免許状を取得した｡大学卒業後は出身地のA町役場で公務員として3年間勤務し

た｡その後転職し,2014年4月よりA町に近接するB市の中学校社会科教員として教職に就い

た｡赴任したB市立C中学校は,都市部の住宅地にある1学年9クラスの大規模校である｡ 古

田は,2014年度は1学年担当,2015年度は2学年を担当している｡ 事例選択の理由は,古田

が教員養成系大学 ｡学部の卒業ではなく,かつ社会人経験を経て教職に就いたという特徴的な

キャリアパスを辿っていること,筆者と年齢 ｡出身地 ｡卒業した大学などの背景が近く,ラポ

ールが深いことの二点である｡

古田円を対象として教職生活に関するライフス トーリー ｡インタビューを2回行った｡第-

回調査は2014年8月8日に行い,1時間 1分47秒の語りを得た｡第二回調査は2015年8月

7日に行い,59分 44秒の語りを得た｡半構造化インタビューの手法を採り,各回に共通する

質問項目として,インタビュー実施の直近である1学期のエピソー ドで①一番驚いたこと,②

一番大変だったこと,③一番嬉しかったことの3つを設定し,それぞれについて追加質問を行

う形式で調査を行った｡

Ⅱ 分析

古田円のライフストーリー ･インタビューの音声データをもとに逐語的なトランスクリプ ト

を作成し,定性的コーディングによってカテゴリーを抽出した｡具体的な分析手順は,①古田

円の語りをェピソー ドごとに区分する,②ェピソー ドにカテゴリー名をつける,③同一エピソ

ー ドに複数のカテゴリー名が付与できる場合は併記する,の3つである｡一連の分析にあたっ

ては,はじめに第一筆者がデータ全体の分析を行い,分析結果を共著者間で相互確認しカテゴ

リー名の確定を行った｡以下,第一回調査及び第二回調査の分析結果を提示する｡

1 第一回調査の分析結果
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業を22.5コマ担当していること,1日1コマの空き時間に生徒の宿題の点検や学級通信の作成

などを行わなければならず,｢ヒ-ヒ-言っている｣状況が語られた｡次に,部活動指導につい

ては,夏休み期間中,古田が別の用事で指導につけない場合は生徒たちの練習が｢ダラーつと｣

するため,部活動を休みにせざるを得ない日もあること,生徒たちにとっては部活動に休みが

あるものの,古田にとっては休みが全くないことなどが語られた｡第二回調査では,一番大変

だったこととして古田は校務分掌を挙げた｡古田は校務分掌として生徒会を担当している｡第

-回調査では ｢なんにもしていない｣と語っていたが,今年度,古田は2年生の担当となり,

生徒会役員が新しくなる2学期以降は2学年の担当教員が新生徒会役員とともに ｢行事を作っ

たり｣していくため,｢部活をもう1個持っているようなもの｣と語るほど大変なものとして語

られた｡同僚との関係については,C中学校に3人配属された1年目の初任教員との関係につ

いて,あるいは退職者や異動者が多く,半数以上が入れ替わりとなったことで職員室の雰囲気

が ｢ギスギスした感じ｣に変わったエピソー ドが語られた｡学級経営については,体育大会で

は練習の成果が十分に出せなかったものの合唱コンクールに向けて ｢まとまり｣が出ているた

め,｢結果としてよかった｣エピソー ドとして語られていた｡また,生徒指導に関しては,今年

度から受け持っことになった不登校の生徒について,生徒本人,保護者と話し合いを重ね,本

人のためにも転校をする判断をしたこと,転校後の生徒が学校に通えるようになったことが印

象深いエピソー ドとして語られた｡授業実践については,6学級の授業を担当することになっ

たため,6回目には ｢自分が慣れて｣しまうことや,｢子どもたちのペースを考えていない｣な

ど ｢反省ばかり｣であると語られた｡また,2学期の授業に向けて教材研究を進めているとい

うェピソー ドも語られた｡保護者との関係については,1学期の通知表の所見に対して保護者

から ｢よく見てくださってるんだな｣という感謝の手紙が届いたエピソー ドが語られ,｢死にそ

うになりながらも書いた甲斐があった｣と振り返っていた｡

Ⅲ 考察

2回の調査で共通して析出された7つのカテゴリーのうち,他のカテゴリーと関連した語り

が見られる ｢授業実践｣｢多忙 ｡多忙感｣｢保護者との関係｣の3つのカテゴリーに焦点を当て,

考察を行いたい｡

1 授業実践

まず,古田は,導入において具体物を教材として活用する授業について詳細に語っているこ

とが分かった｡以下に古田の語りを引用する｡

でも社会の授業は授業で,やりたいこともできてるので,私よく紙芝居とかを作るんですよ

ね.あの,絵は下手なんですけど.努力してるところをちょっと,一生懸命さを伝えたいと思

って｡で,あと顔を上げさせたいので,教科書をあんまり使わずに自作のプリントと,だいた

い紙芝居で導入とかするんですけど,であの,4択クイズとかそれするとちょっと考えさせる

こととか｡- (略)-こないだチョコレー トが値上がりするってなったときもチョコレー トを

持って行って,これね,小ちゃくなるとよとか言って.-･(略)-みんなに関係があるんだよ
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って,遠いことじゃないんだよねって話をしたりとかすると聞いてくれる,話をですね｡ぐっ

とこう,今日はよかったなあとか｡(第一回調査)

第一回調査においては,授業において ｢紙芝居｣や ｢チョコレー ト｣ を導入で活用している

エピソードが語られていた｡古田がこうした授業方法を採る意図としては,｢一生懸命さを伝え

たい｣という語りに見られるような,教師の授業に対する熱意が生徒に感じられるようにする

こと,あるいは ｢みんなに関係あるんだよ｣という語りからもわかるように,生徒の生活に身

近な教材を持ち込むことで,学習内容と生徒の生活が密接に関連していることを認識させるよ

うにすることであると考えられる｡ 古田はこのような具体物を教材として用いることで,生徒

が ｢話を聞いてくれる｣こと,そして古田自身が ｢今日はよかったなあ｣と実感していると振

り返った｡

このような授業については,第二回調査においても語られている｡

私結構,実物の教材とかを,去年も縄文クッキーとかを作ったんですけど,今年も,なんか

こう,いろいろなんかこう,実物を回してみたりとか,食べる授業とか｡今度やろうと思って

るのも,ちょっとあの,関東のどん兵衛と関西のどん兵衛で,味が違う,出汁が違うんですけ

ど,- (略).･･地域の区分,色々な分け方があったり,習慣が違ったりするよねっていう話を

導入でしょうかなって思っているんですけど｡それは,忘れてはいけないなっていうか｡結構

アンケー トとかとったら,覚えてくれているんですよ,そういうのを｡だから,あのゲームが

楽しかったとか｡｢先生,この間のあれしないんですか｣とか言われたら,あ,記憶に残る,な

んていうか,残っているというか｡サラーつて流しておけばいいやんみたいなのではなくて,

ちゃんと,ふっと,留まったなっていうので｡良かったのかなとは思います｡･.･(略)- (第

二回調査)

第二回調査においては,授業において ｢縄文クッキー｣を実際に食べたエピソー ドやカップ

うどんを教材として用いるアイデアが語られた｡このような具体物を用いた導入については｢忘

れてはいけないな｣と語っており,古田が ｢授業スタイル｣として重視していることが分かる｡

こうした授業について,第一回調査では生徒が ｢話を聞いてくれる｣という意味づけを行って

いたが,第二回調査においては授業アンケー トの結果に基づき,生徒の ｢記憶に残る｣,｢サラ

ーって流して｣しまうものではなく ｢留まる｣ものとして意味づけ直されており, 1年間の教

職経験を経て,この ｢授業スタイル｣がより強固に形成されつつある様子が見て取れる｡

また,引用した語りの冒頭において古田は手応えのあった授業を説明する際に ｢なんかです

ね,それも人の開発した教材を使って,使わせてもらってやったんですよね｡その時に,相当

準備もしたし,まあ,大変ではあったんですけど,なんか,子どもたちには好評というか,楽

しかったっていうのはありましたね｡｣と表現しており,生徒からの評価も高く,生徒が楽しん

だ授業であったにもかかわらず,その詳細については語っていない｡この語りからは,古田が

自分で教材を開発したいという ｢こだわり｣を持ち始めていることが示唆される｡

以上のように,古田の授業実践に関する語りからは,導入において具体物を教材として活用

する ｢授業スタイル｣ の形成が見て取れた｡また,教職経験を積む中で自分で教材開発を行う

という ｢こだわり｣を持ち始めている様子も見られた｡
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2 多忙 q多忙感

｢多忙 ｡多忙感｣に関する語りは,第一回 ｡第二回調査に共通して見られた｡

第一回調査においては,古田は ｢多忙 ｡多忙感｣は ｢初任者研修｣と関連付けて語っている｡

週-で初任者の時間割が｡- (略)- ｢初｣って書いてある授業が,これが一番曲者なんで

すけど,水曜日の1時間目に私が1年2組で授業をするんですよ｡(調査者:あっ,担任クラス｡)

担任のクラスで｡そこで,その指導案を,略案を毎回作って,これを教頭先生 q校長先生,他

の先生方に配って,参観に来てもらって,次の時間はその振り返りとかですね｡だからこの水

曜日ってのが,この指導案を作らないといけないがために,火曜日の夜だいたい帰れない｡毎

日毎日,1日1日を乗り切っている感じなので,火曜日の夜これを急いで作って川｡他のクラ

スでもここの授業をしてれば楽なんですけど｡その日に授業をするって感じですね｡毎週です

ね｡(第一回調査)

初任者研修の一環として管理職による授業見学 ｡授業検討が週に一度行われており,学習指

導案作成などの準備のため,その前日は帰宅が遅くなるという多忙の現状が語られた｡また,

｢毎日毎日,1日1日を乗り切っている感じ｣という多忙感が語られている｡

さらに,｢学校行事｣についても体育大会の準備のために ｢多忙 ｡多忙感｣が増していく様子

が語られた｡

で,何が大変って,昼休みに帰りの会までしたあとにブロックのその練習をするわけですよ｡

- (略).,,何がきついかって,私たちの昼休みもないんですよね｡- く略)-･それを5,6時

間目終わったらそのあとは,私は生徒会担当なので,会議があって｡気づいたらもう,こんな

時間｡そのまま部活にも入るしですね｡それが2週間続いたときに本当に,なんなんだろうみ

たいな｡体育の先生じゃないのにずっとグラウンドにいるみたいな感じで｡全然社会の先生っ

ていう感じじゃないし.(第一回調査)

ここからは,｢学校行事｣(体育大会)に向けて,午後の練習見学や会議,部活動指導のため

に時間が割かれている状況が読み取れる｡また,｢全然社会の先生っていう感じじゃないし｣と

いう言葉からも,青田の社会科教員のイメージとギャップを感じていることが分かる｡

一方,第二回調査では勤務校のクラス数減少に伴う教員の減員,異動 ･退職による教員の入

れ替えによって ｢多忙 ･多忙感｣が生じている様子が見られた｡

国語と理科と数学とか主要5教科の先生が来なくて,かなり困った状態になって,授業数が

みんなキツキツになってしまった｡私が今授業が3時間,週3時間なんですよね｡2年生は,

社会科が.かける6クラス行ってるので今 18コマプラス総合,道徳,学活と生徒会っていう校

務分掌があるので,私が生徒会で,確か全部合わせたら23,22とか22.5とかそういう換算に

なるらしいんですよ｡で,結構ヒーヒー言ってます｡1日1コマしか空きがないので,その間

に生活ノー トを見て,いろいろ書類とかを作ったりとか学級通信作ったりとかそういうのを,

その時間でもう職員室に戻ってくることもないくらいの,そんなバタバタで｡- (略)- (寡
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ここではまず,授業担当が6クラスに増えたことで,1週間に 22コマ以上の授業を担当し

ており,｢ヒ-ヒ-言っている｣という現状が語られた｡この状況は同僚教員も同様であり, 莱

務の多忙化により職員室の雰囲気が ｢暗い上 ｢ギスギスした感じ｣という印象で語られ,｢多忙 ｡

多忙感｣が ｢同僚との関係｣ に影響を与えていることが示唆される｡

また,第二回調査では ｢校務分掌｣に関する語りに変化が見られている｡古田は教職 1年目

から校務分掌として ｢生徒会｣を担当している｡第一回調査では初任ということもあり,｢今の

所私なんにもしてないんですよ｣と話していたが,第二回調査では担当学年である2年生が中

心となって生徒会活動を進めていくため,2学期の生徒会役員選挙のあとは来年度の夏頃まで

は ｢一緒に学校を動かすっていう役目｣を担 うという見通しを語り,校務分掌の中で ｢一番き

つい｣ものとして語られている｡

以上のように,｢多忙 ･多忙感｣というカテゴリーの内容は,(初任者)研修や学校行事など

の多岐にわたると同時に,その内容も年次を経て変化しており,さらにそこには ｢クラス数減

による教員の減員｣等の社会的 ･制度的要因がかかわっていることが読み取れる｡

3 保護者との関係

｢保護者との関係｣に関する語りは配慮を要する子どもに対する ｢生徒指導｣のエピソー ド

と結びつきながら語られている｡

まず,第-回調査においては不登校の傾向のある生徒について,｢不登校の子は,5･6年,

5年の途中から6年生,全然行ってない子がいて｡(調査者 :それ,古田さんのクラスで｡)う

ちのクラスで｡｢先生,この子は,もう,多分来れないと思います｣って言われてて｡-学期皆

勤賞だったんです｡(調査者 :それすごい｡)すごいんですよ,すごい頑張ったんですよ｡その

子がすごい頑張ったんですよ｡本当に｡- (略)-｣(第-回調査)と語っている｡古田は,坐

徒が2学期以降も登校しやすいよう,夏休みにも生徒と個別に話すなどの配慮をしており,そ

の際のエピソー ドが詳細に語られている｡さらに,その生徒の ｢保護者との関係｣について,

以下のような語りが見られた｡

その子が学校に一日も休まずに来たのがまず嬉しいのと｡通知表と一緒に,-学期皆勤賞を

渡して｡それはお母さんに見せてほしかったんですよ｡お母さんが相当辛い思いしてるので｡

不登校になるんじゃないかっていう気持ちとかがあるので,皆勤賞はお母さんへの皆勤賞でも

あるんですけど,そのために前の日に,皆勤賞｡｢あ,そうだ皆勤賞あげたいな｣ って思って,

その前の日,終業式の前の日に,もう帰りたいと思いながら,もう,作って.- (略)-･(第

一回調査)

ここでは,保護者の思いに心を寄せ,本来 1年間を通しての無遅刻無欠席を表彰する ｢皆勤

賞｣を,1学期間の ｢皆勤賞｣として贈ったエピソー ドが語られている｡ 第-回調査において

はこのほかにも,部活動指導をする3年生の保護者が部活動引退後に感謝の言葉をかけてもら

ったエピソー ドについても語られている｡

一方,第二回調査においても不登校の生徒とその保護者との関わりが語られている｡ この生
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徒はクラス替えを期に古田が受け持っことになった生徒で,生徒本人や保護者と話し合いを重

ねた上で了転校したほうが,本人のためになるという判断で｣1学期中に転校した生徒である｡

気にはなってたんですけど,お母さんとかに連絡取らなかったんですね｡そしたらこの間電

話がかかってきて｡実は学校に行ってますと｡- (略)-あの時は,しっかり話をして,本当

に転校をしたくないぐらい,C中に通いたいって本人も言ってたんですけど,でもやっぱり,
今の状況がすごく本人も楽しそうにしてるし,いきいきとしてます｡ありがとうございました

っていうことで連絡を頂いて｡なんか,よかったなというか,なんか,すーっと落ちたという

か,私の中で｡(第二回調査)

ここでは, 転校後に生徒が学校に通っているという連絡が保護者からあったことが語られ,

それによって ｢すーっと落ちた｣経験として認識されている｡ さらに,古田は ｢転校していっ

た子のお母さんから電話があったときは,もうなんていうんですかね,叫びましたね｡本当に｡

･-(略)-で,1学期はクラス全体の大縄のことも吹っ飛ぶくらい嬉しかったですね｣(第二回

調査)と語っており,｢学級経営｣で語られた体育大会のエピソー ドと関連づけながらも,それ

以上に充実感のあったものとして意味づけている｡

以上のように,｢保護者との関係｣というカテゴリーは ｢生徒指導｣(あるいは ｢部活動｣)や

学級経営における生徒に対する指導を通して語られていることがわかった｡教職2年目の古田

にとって,自分の指導の手応えを感.じるエピソー ドとして捉えられていると推察される｡

Ⅳ まとめと課題

本稿では, 教育学における分野融合研究の可能性を探るべく,古田氏-の調査をもとに試行

的な検討を試みた｡その結果 , 古田氏の語りから ｢授業実践｣,｢多忙 ｡多忙感｣,｢保護者との

関係｣という三つの視点を抽出できた｡この三つの視点はそれぞれ, 研修や部活動,生徒指導

や学級経営等といった様々な事項と複雑に絡み合いながら存在しており,また,そこには教職

経験 (キャリア)や社会 ･制度的要因も関係していることが明らかとなった 3)｡

上記三つの視点はこれまで,教育方法学や教育社会学,教育経営学等の各領域においで個別

に議論されてきたものであるが,本稿の分析結果を踏まえるならば,単一領域での議論で収束

することは不可能である｡ すなわち,個々の領域を超えた知見の相互作用を検討する必要があ

るのではなかろうか｡これは,本稿冒頭で述べたレブコによる学際研究のステップの2 ｢学際

的アプローチの利用を正当化する｣こと,及びステップ3 ｢関連する専門分野を特定する｣も

のとして位置づけることができよう｡

今後は本稿で抽出した三つの視点を中心に調査を継続するとともに,上記視点に関する文献

検索 (ステップ4)を行い,より深く教育学における分野融合研究の可能性を考究していきた

い｡
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注

1)本稿が指す ｢初任期教員｣は,教職入職後から5年前後の教員を指す｡類似の用語としては,

｢新任教員｣,｢初任者｣,｢若手教員｣など多数あるが,上記区分に含まれるものはすべて同じ

対象を指すものとして取り扱う｡

2)レブコ (2013)によれば,学際研究は複数の知見がより包括的な理解を構築するために統合さ

れる点で,複数分野の知見を並列させるだけの ｢多専門的研究｣や,専門分野を超越した知識

の総合体系を創出しようとする ｢専門横断研究｣とは区別されている (レブコ2013:18)｡ 本稿

で試みた分野融合は,専門分野の下位領域間の再統合にとどまるものの,知見の統合という性

質は同様であり,また将来的に他の領域や専門分野を取り込んだ研究の展開可能性が開かれる

ことからも,学際研究の手法を援用することに意味があると考えられる｡

3)今回分析対象とした調査結果には,② ｢多忙 ･多忙感｣が① ｢授業実践｣に影響を与えると推

測される語りも存在した｡｢もっとじっくり教材を作ったりとか,できると思ってたんですけど,

もう自転車操業で｡- (略)-とにかく明日の授業を成り立たせるっていうくらいで｡ほんと

はストックがあればですね｡ネタとかあればそれでよかったんですけど｡そこに取りかかれる

のが8時からなんですよね｡部活終わってから｡8時からそれをしだすと,まあ,気づいたら

10時とか,10時過ぎてて｡でも私だけじゃないんですよ,残ってるの｡ - (略)-そこはち

ょっとびっくりしましたね｡先生ってもっと授業をしないといけないのにと思って｡｣(第-回

調査)今後はこのような観点から分析を行 う必要がある｡
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AnAttemptatanlnterdisciplinaryResearchMethodin
Pedagogy

-BasedonLife-StoryInterviewswithaNewlyAdoptedTeacher-

SHIMIZU,Y.,HATANAXA,T.andKANEKO,K.

Abstract

Thisstudyaimstoclarifythepossibilityofaninterdisciplinary

researchmethodinpedagogyreferringtolife-storyinterviewswitha

newlyadoptedteacher.Recently,interdisciplinaryresearchhasbecome

increasinglynecessqrybecauseofthetendency,ashasbeenpointedout,

forthefieldofpedagogytobesplitintospecializedparts(Kariya2007).

Therefore,weconductedthelife-storyinterviewstwiceinthefirsttwo

yearsaboutherteachingexperiencewithanewlyadoptedteacherwho

teachessocialstudiesinJuniorhigh school,andanalyzedherlifestory

referringtothe"10STEPSintheinterdisciplinaryresearchprocess-f

advocatedbyRepko(2013).

Asaresult,threeviewpointsemergedfocusingontherelated

elements:"teachingpractice一一,"ahecticlifeandafeelingofbeingtoobusy

一一and一㌦herelationshipwiththeparents一一.Wewillcontinuetocondu.ct

interviewswiththeteacher,andconsiderhowinsightsconcerningthese

threeviewpoints,thathavebeendiscussedseparatelylneacharea,may

interactbeyondeach丘eld.

lKeywords] interdisciplinaryresearchmethod,life-story,

newlyadoptedteacher




